
【Oh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは

●大津市坂本８-20-13●TEL：077-579-1952
※第２土曜日に社会人の教室や、福知山市の
 「やくの木と漆の館」でも教室をしている。

●場所●場所：やくの木と漆の館の木と漆の館ギャラリーギャラリー
              （京都府福知山市（京都府福知山市
                夜久野町平野野町平野2199）
●TE L：0773-38-92260773-38-9226
●時間●時間：10：00～17：00
●料金●料金：無料無料●定休日●定休日：水曜日水曜日

うるしの木から採った漆を使って作られるもの
を漆器という。漆芸は漆を使って道具類や美
術工芸品など、色々なものを考案し完成させ
るまでを総称する言葉。
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川端さんと漆の出合

いは大学受験の失敗が

きっかけだったという。版

画専攻志望だったものの日本画家のお

父様から知人の漆作家を紹介された。

それは半ば強制的だったが、そこで漆

に興味を持っ

た川端さんは、

それまでの版

画から漆工芸

に専門を変更。

受験に再挑戦

し、京都市立

芸術大学に合

格。在学中から自宅でお客さんの注文に

応じながら、漆器の修復工房で働いた。 

しかし職人の道は厳しく、５年目に一度

はあきらめ、工房をやめ経師に転向し

たこともあったという。（経師とは掛け軸

などの修復をする人）

「良いものを作ることと会社がもうける

ことは違う。限られた条件でいかに良

い仕事ができるか？この考え方ができ

たとき、仕事が楽しめるようになりまし

た」と川端さん。１年ほどして再び修復

工房へ戻り、さらに２年後には自宅で

工房を立ち上げた。今は社会人を対象

とした教室を開催するなど、漆の魅力

を広く伝えることに力を注いでいる。

「漆工芸に限らずさ

まざまな分野で伝

統工芸が衰退して

きているのは、作

品が時代に合わな

くなってきているか

らです」と川端さん。

彼が既存の価値観に

とらわれず新しいジャン

ルに挑戦するのは「漆

の利用は無限にある」と

いう考えからである。

「自分の手で作り上げ

る楽しさを経験しなが

ら、漆の良さを感じてほしい」と美術工

芸高校の先生としての抱負も語ってくれた。

一番うれしいのはお客さんに喜んでも

らえた時。「川端にまかせたら間違いな

い」と言われることをいつも心掛けてい

るという。まだまだ挑戦は続く。

漆は英語で「ジャパン」と言われるように、

日本の伝統工芸を代表するものである。

これからも漆工芸で時代を開く川端さ

んのますますの活躍を期待したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取材・大西）
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